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まちのエコ×
わが家のエコ

この夏、省エネ生活を考える
◉特集
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震
災
以
降
、
日
本
中
で
毎
日

の
節
電
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
こ
の
夏
の
電
力
不
足
は
深

刻
で
、
各
電
力
会
社
が
利
用
者

に
節
電
を
依
頼
。
四
国
電
力
も

５
月
18
日
付
け
で
、「
特
に
供

給
が
厳
し
い
７
月
２
日
～
９
月

７
日
の
間
、
猛
暑
で
あ
っ
た
一

昨
年
と
比
べ
て
７
㌫
以
上
を
目

標
と
す
る
節
電
を
お
願
い
す
る
」

と
発
表
し
ま
し
た
。

　

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
は
連
日
の

よ
う
に
節
電
に
関
す
る
情
報
を

発
信
。
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
か
ら

多
様
な
節
電
グ
ッ
ズ
が
販
売
さ

象
も
、
そ
の
影
響
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

温
暖
化
の
主
な
原
因
は
、
二

酸
化
炭
素
を
は
じ
め
と
す
る
温

室
効
果
ガ
ス
の
増
加
で
す
。
地

球
は
太
陽
光
に
よ
っ
て
暖
め
ら

れ
、
そ
の
熱
の
一
部
を
吸
収
し
、

残
り
を
放
出
し
な
が
ら
温
度
を

保
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
温
室

効
果
ガ
ス
が
増
え
過
ぎ
る
と
熱

が
放
出
さ
れ
に
く
く
な
り
、
気

温
が
上
昇
し
、
地
球
全
体
の
気

候
が
変
化
し
ま
す
。
こ
れ
が
地

球
温
暖
化
で
す
。

　

二
酸
化
炭
素
の
排
出
が
急
激

に
増
え
始
め
た
の
は
、
18
世
紀

の
産
業
革
命
以
降
。
さ
ら
に
20

世
紀
に
入
っ
て
、
そ
の
量
は
急

激
に
増
加
し
ま
し
た
。

れ
、
人
々
の
節
電
意
識
も
か
つ

て
な
い
ほ
ど
の
高
ま
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。

　

け
れ
ど
も
私
た
ち
は
、
単
に

「
電
力
不
足
だ
か
ら
節
電
す
る
」

と
い
う
考
え
で
良
い
の
で
し
ょ

う
か
。

　

国
内
の
原
発
が
稼
働
停
止
状

態
に
あ
る
現
在
、
電
力
の
多
く

は
火
力
発
電
に
よ
っ
て
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
石
油

や
石
炭
な
ど
化
石
燃
料
の
消
費

が
増
え
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
が
増
加
。
新
聞
な
ど
の
報
道

　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気
候
変
動
に

関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）の
報

告
に
よ
る
と
、
20
世
紀
以
降
の

１
０
０
年
間
で
地
球
の
温
度
は

０
・
７
４
度
上
昇
。
こ
の
上
昇

が
産
業
革
命
以
前
と
比
べ
て
２

度
以
上
に
な
る
と
、
地
球
上
の

あ
ら
ゆ
る
地
域
に
気
候
変
動
に

よ
る
悪
影
響
が
及
ぶ
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
の

人
類
の
活
動
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
た
も
の
。
そ
れ
を
解
決

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
私

た
ち
人
間
の
行
動
で
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
持
続
可
能
な
地
球
環

境
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
一

人
一
人
の
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

に
よ
る
と
、
23
年
度
の
発
電
に

よ
る
排
出
量
は
、
22
年
度
に
比

べ
て
2.4
㌫
増
え
ま
し
た
。

　

夏
は
一
年
で
最
も
多
く
の
電

力
を
消
費
す
る
季
節
。
だ
か
ら

こ
そ
節
電
に
よ
る
温
暖
化
防
止

効
果
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま

り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
は
、
地
球
規
模

の
気
候
の
変
動
を
も
た
ら
し
ま

す
。
す
で
に
兆
候
は
現
れ
始
め

て
お
り
、
近
年
日
本
で
も
被
害

が
巨
大
化
し
て
い
る
台
風
や
集

中
豪
雨
、
猛
暑
な
ど
の
異
常
気

　

内
子
町
は「
キ
ラ
リ
と
光
る

エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
内
子
」を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
、い

ち
早
く
、
町
と
住
民
が
連
携
し

な
が
ら
環
境
に
優
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
取
り
組
み
の
輪

は
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
美

し
い
景
観
が
残
る
内
子
町
。
こ

の
ふ
る
さ
と
を
未
来
へ
と
守
り

伝
え
る
た
め
に
、
こ
の
夏
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
地
球
温
暖
化
を

防
ぐ
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、

省
エ
ネ
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
ょ
う
。　
　
　
　
　

今
年
の
夏
こ
そ
、

省
エ
ネ
生
活
を
ス
タ
ー
ト

国
内
の
電
力
供
給
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
、
現
在
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
発
電
に
よ
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
一
年
で
最
も
多
く
の
電
力
を
消
費
す
る
夏
。

単
に
「
電
力
不
足
だ
か
ら
」と
い
う
の
で
は
な
く
、
深
刻
な
地
球
温
暖
化
を
こ
れ
以
上
進
行

さ
せ
な
い
た
め
に
、
今
こ
そ
省
エ
ネ
生
活
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

電
力
不
足
の
夏

今
こ
そ
、
省
エ
ネ
生
活

地
球
温
暖
化
の
脅
威

増
大
す
る
温
室
効
果
ガ
ス

□燃料別に見る世界の二酸化炭素排出量□一般住宅の電力消費の内訳□家庭での具体的な節電方法と効果

［出所：オークリッジ国立研究所］
全国地球温暖化防止活動推進センターＨＰより　　http://www.jccca.org/

◎四国電力「夏季の節電・省エネルギー対策」より
四国電力は、７月２日～９月７日（８月13 ～ 15日を除く平日の午前９時～午後８時）の間、
22年比７％以上の節電を目安に、無理のない範囲で協力を呼びかけています。

［出典：温室効果ガスインベントリオフィス］
全国地球温暖化防止活動推進センターＨＰより

□四国電力の電力供給実績（24年５月分）

［出所：四国電力ＨＰ　平成24年５月分電力需給状況］
　http://www.yonden.co.jp/press/re1206/1180590_1961.html

地球温暖化のしくみ

日本の部門別
二酸化炭素排出量

注１　新エネには西条バイオマス（100万 kwh）を含む。
注２　（　）内は構成比
注３　四捨五入の関係で合計が合わないことがある。

電力量 前年比 備考
原子力 0  （ 0 ） 0.0

出水率
72.0%

23年５月出水率
99.5%

水力 249  （11） 81.1
火力 2,049  （87） 115.6
新エネ 37  （ 2 ） 98.3
発受電計 2,335  （100） 78.6
その他 50
供給計 2,385 80.3

（単位：百万kwh、％）
その他

ガス

石油

石炭

20,000

25,000

石炭

石油

ガス

その他

（百万 t-CO₂）

15,000

10,000

1800年 1900年 2000年1750年 

5,000

注　排出量の単位は、百万トン－二酸化炭素換算

◉産業革命以前の地球

◉温暖化が進んだ現在の地球

地球大気

太陽光

放射熱

温
室

効果
ガス

地球大気

太陽光

放射熱

温
室

効果
ガス

（百万 t）

400
産業部門

運輸部門

家庭部門
（34.8%増）

業務その他部門

エネルギー転換部門
工業プロセス

廃棄物

300

200

100

1990年 2010年2000年
0

※午後２時前後

エアコン
58％

冷蔵庫
17％

照明  6％

テレビ  5％

その他  14％
節電方法 節電効果

エアコン

室温は28度を目安にする。（設定温度＋２度） 10%
エアコンの使用台数を減らす。

（350wのエアコンを２台から１台に減らした場合） 30%

「すだれ」や「よしず」などで日差しをカットする。 10％

冷蔵庫 設定温度は「強」から「中」に変え、扉を開ける時間をできるだけ減ら
し、食品を詰め込まないようにする。   2%

照明 不要な照明を消す。   5%
テレビ 省エネモードに設定し、使用時間を３分の２に減らす。   2%
炊飯器 早朝にタイマー機能で１日分をまとめて炊き、冷蔵庫などに保存する。   2%
待機電力 本体の主電源を切る。長時間使わない時はプラグを抜く。   2%
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内
子
町
は「
キ
ラ
リ
と
光
る

エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
内
子
」を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ

の
中
で
、
町
は
率
先
し
て
取
り

組
み
を
進
め
る
た
め「
内
子
町

エ
コ
オ
フ
ィ
ス
プ
ラ
ン
」を
策

定
。
省
エ
ネ
に
取
り
組
み
、
町

関
連
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

　

23
年
度
か
ら
は
、
第
３
次
計

画
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
を
開

始
。
計
画
期
間
は
23
～
27
年
度

の
５
年
間
で
、
22
年
度
を
基
準

年
度
と
し
て
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
総
排
出
量
を
27
年
度
ま
で
に

５
㌫
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と

削
減
を
目
指
し
ま
す
。

　

一
部
の
バ
ス
や
公
用
車
の
燃

料
で
あ
る
軽
油
の
購
入
量
は
増

加
し
ま
し
た
。
運
行
便
の
増
加

な
ど
に
よ
る
も
の
で
削
減
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
の
徹
底
に
よ
り
で
き

る
限
り
の
削
減
を
図
り
ま
す
。

　

灯
油
の
購
入
量
も
増
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
Ｌ
Ｐ
Ｇ
は
0.1
㌫

の
削
減
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
施
設
利
用
の
増
加
な

ど
に
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
利
用
者
へ
の
協
力
の
呼
び

か
け
な
ど
に
よ
り
、
少
し
で
も

削
減
目
標
に
近
づ
け
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

　

23
年
度
の
総
排
出
量
は
、
22

年
度
に
対
し
13
・
１
㌫
の
削
減

と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
こ
れ

は
電
気
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
を
算
出
す
る
た
め
の
係
数
に

大
幅
な
変
更
が
あ
っ
た
た
め
で

す
。
項
目
別
に
見
る
と
一
部
で

達
成
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

電
気
使
用
量
は
、
23
年
度
に

１
㌫
の
削
減
を
目
標
に
掲
げ
ま

し
た
が
、
実
績
は
0.8
㌫
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。
町
民
会
館
の
冷

暖
房
設
備
を
灯
油
か
ら
電
気
を

利
用
す
る
機
器
に
変
更
し
た
こ

と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
各
職
場
で
の
節

電
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
へ
の
切

り
替
え
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
な
ど
を
検
討
し
、
一
層
の

　

町
は
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
プ
ラ
ン

の
推
進
を
通
じ
て
、
行
政
か
ら

各
家
庭
へ
と
取
り
組
み
を
広
め
、

町
全
体
の
運
動
へ
と
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
や
省

エ
ネ
ナ
ビ
モ
ニ
タ
ー
な
ど
の
事

業
を
通
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん

と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
の

小
さ
な
節
約
が
大
き
な
力
に
な

り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
力

が
必
要
で
す
。

室温上昇を防ぎエアコンなど
の電力消費を抑制する効果が
あるグリーンカーテン。町は
毎年コンテストを開いて家庭
や施設での実施を呼びかけ。
苗の無料配布も行っています。

◉グリーンカーテンコンテスト

省エネナビは、電気の使用量
を計測しリアルタイムに表示
する機器。見えない電気の使
用量を可視化することで、節
電意識の高まりにつなげる目
的から、モニターを募集し、

一定期間、機器を無償で貸し出しています。
（関連記事：19ページ「くらしのエコロジー」）

◉省エネナビモニター

各家庭での環境に

優しい取り組みを応援

町
は
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
内
子
」の
実
現
を
目
指
し
、
率
先
し
て
取

り
組
み
を
進
め
る
た
め
、エ
コ
オ
フ
ィ
ス
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
町
関
連
施

設
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素
）の
削
減
に
努
め

て
い
ま
す
。
23
年
度
は
前
年
度
比
13
㌫
の
削
減
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ち
の
エ
コ

エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
へ
の
道 

①
　

エ
コ
オ
フ
ィ
ス
か
ら

エ
コ
タ
ウ
ン
へ

23
年
度
の
取
り
組
み

注）23年度から「みどり苑」「神南荘」「内子フレッシュパークからり」「道の駅せせらぎ」を対象施設に追加しました。
　　22年度の実績値は上記４施設を含んだ数値となっています。

　平成 20年まで町の幼稚園に勤務し、
エコオフィスに取り組んでいました。そ
して23年度、今度は町民監査委員とし
て、取り組み状況を確認する立場を経験
しました。
　一番に思ったのは、取り組み始めたこ
ろにあった「やらされている」という気
持ちが薄れ、「当たり前」という意識に
変わっているということ。特に各職場の

トップの意識変化と、職員の前向きな姿
勢を感じました。またそれぞれに独自の
取り組みや工夫があり、気付かされるこ
とがたくさんありました。
　このような町民監査委員をより多くの
人が経験することで、思いや気付きを共
有し、エコに対する町全体の意識の変化
につながっていくことを期待します。

エコオフィスの取り組み状況を監査

藤原陽
よ う こ

子さん（63）
＝小田下＝

H23 実績

H23 目標

H22 実績

□ごみ排出量

23実績：22,486㎏（△ 15.16％）

0 １万

26,503㎏

目標　△2%

22,486㎏（△ 15.16%）

２万 （㎏）

H23 実績

H23 目標

H22 実績

□ＬＰＧ購入量

23実績：29,504㎥（△0.06％）

0 １万

29,523㎥

目標　△1%

29,504㎥（△ 0.06%）

２万 （㎥）

H23 実績

H23 目標

H22 実績

□水道使用量

23実績：101,313㎥（△ 13.12％）

0 ４万 ６万２万

116,618㎥

目標　△1%

101,313㎥（△ 13.12%）

８万 10万（㎥）

□コピー用紙購入量
H23 実績

H23 目標

H22 実績

23実績：18,532㎏（＋18.43％）

0

15,649㎏

目標　△1%

18,532㎏（＋ 18.43%）

１万５千１万５千 （㎏）

H23 実績

H23 目標

H22 実績

□電気使用量

23実績：3,628,804kwh（△0.83％）

0 100万 200万 300万

3,658,630kwh

目標　△1%

3,628,084kwh（△ 0.83%）

（kwh）

□ガソリン・軽油・灯油・A重油購入量

23実績：ガソリン36,195ℓ（△ 5.60％）
軽油46,704ℓ（＋2.04%）
灯油141,307ℓ（＋3.90%）
A重油50,600ℓ（△ 2.32%）

H23 実績

H22 実績

□温室効果ガス（二酸化炭素量）排出量

22実績合計：2,272,955㎏-CO₂
23実績合計：1,974,069㎏-CO₂（△ 13.1%）

0 50万 100万 （㎏-CO₂）

1,489,062

338,635

140,378

118,089

88,957

88,568

9,266

1,182,755

351,854

137,126

120,496

83,972

88,512

9,352

【問い合わせ】環境政策室　
☎０８９３（４４）６１５９

23年度エコオフィス
取り組み実績

22年度実績値

23年度削減目標

23年度実績値

電気

灯油

Ａ重油

軽油

ガソリン

ＬＰＧ

公用車
走行距離

※ 22年度の排出係数　0.407㎏ -CO₂/kwh
　 23年度の排出係数　0.326㎏ -CO₂/kwh

達成 未達成

H22 実績

H23 実績

0 ５万

38,343ℓ

45,771ℓ

135,998ℓ

51,800ℓ

目標（全項目）
△1%

36,195ℓ（△ 5.60%）

46,704ℓ（＋ 2.04%）

141,307ℓ（＋ 3.90%）

50,600ℓ（△ 2.32%）

10万 （ℓ）

灯油

Ａ重油

軽油

ガソリン



◉特集　まちのエコ×わが家のエコ

2012. 7   広報うちこ  9 広報うちこ   2012. 7  8

無理なく続ける

　

３
年
前
の
自
宅
の
新
築
を
機

に
省
エ
ネ
を
意
識
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
福
永
さ
ん
。
自

宅
は
太
陽
光
発
電
、
深
夜
電
力

を
使
っ
た
給
湯
シ
ス
テ
ム
、
遮

熱
・
断
熱
効
果
の
あ
る
窓
ガ
ラ

ス
な
ど
を
取
り
入
れ
た
省
エ
ネ

住
宅
で
す
。

　

今
年
４
月
、
省
エ
ネ
ナ
ビ
モ

ニ
タ
ー
に
応
募
。
現
在
、
自
宅

に
ナ
ビ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
「
ナ
ビ
は
電
力
の
使
用
量
を

グ
ラ
フ
で
表
す
の
で
、
例
え
ば

電
子
レ
ン
ジ
を
使
っ
た
り
、
お

湯
を
沸
か
し
た
り
す
る
と
グ
ラ

フ
が
跳
ね
上
が
り
ま
す
。
以
前

は
あ
ま
り
電
気
を
使
っ
て
い
る

と
い
う
実
感
が
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
最
近
は
、
今
ど
の
く
ら
い

使
っ
て
い
る
の
か
ナ
ビ
を
見
な

く
て
も
把
握
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

廃
食
油
キ
ャ
ン
ド
ル
、
石
け
ん

な
ど
を
作
り
、
自
宅
で
も
積
極

的
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
ぼ
か
し
は
生
ゴ
ミ
と
一
緒

に
コ
ン
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
畑
の

肥
料
に
。
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
を

育
て
て
い
ま
す
が
、
農
薬
や
化

学
肥
料
は
一
切
使
っ
た
こ
と
が

な
く
、
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る

と
言
い
ま
す
。

　
「
自
然
に
良
い
こ
と
は
自
分
た

ち
に
も
良
い
こ
と
。そ
う
思
っ
て

や
っ
て
い
る
だ
け
」と
言
う
岡
田

さ
ん
。
そ
の
言
葉
か
ら
、
自
然

と
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
る
様
子

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

以
来
、
と
り
あ
え
ず
使
わ
な

い
電
気
は
消
す
、
長
い
時
間
つ

け
る
居
間
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

変
え
る
な
ど
の
節
電
を
実
行
。

さ
ら
に
炊
飯
器
や
洗
濯
機
な
ど

の
タ
イ
マ
ー
機
能
、
市
販
の
タ

イ
マ
ー
コ
ン
セ
ン
ト
を
活
用
し

て
な
る
べ
く
深
夜
電
力
を
利
用

す
る
な
ど
、
使
い
方
に
も
気
を

配
っ
て
い
ま
す
。

　
「
し
ん
ど
い
の
は
続
か
な
い
か

ら
、
苦
に
な
る
節
電
は
し
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
便
利
な

機
能
を
生
か
し
、
毎
日
の
生
活

に
取
り
入
れ
ら
れ
る
節
電
を
し

て
い
ま
す
」
と
福
永
さ
ん
。
こ

の
ご
ろ
で
は
４
歳
の
令
く
ん
も
、

無
駄
な
電
気
が
つ
い
て
い
た
ら

「
消
し
て
」
と
言
う
そ
う
で
す
。

無
理
な
く
続
け
る
こ
と
で
、
省

エ
ネ
ラ
イ
フ
が
家
族
の
ス
タ
イ

ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
た
日
当
た

り
の
良
い
一
軒
家
に
暮
ら
す
岡

田
さ
ん
。
南
向
き
の
大
き
な
窓

か
ら
日
差
し
が
差
し
込
み
、
日

中
は
ほ
と
ん
ど
電
気
を
つ
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、

窓
を
開
け
れ
ば
、
水
が
張
ら
れ

た
田
ん
ぼ
か
ら
家
の
中
へ
と
涼

し
い
風
が
吹
き
抜
け
ま
す
。

　
「
ク
ー
ラ
ー
も
全
然
使
わ
な

い
の
で
取
り
外
し
て
人
に
譲
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
よ
ほ
ど
暑

い
と
き
は
扇
風
機
を
つ
け
る
け

れ
ど
、
普
段
は
自
然
の
風
だ
け

で
十
分
」
と
岡
田
さ
ん
。
日
頃

か
ら
、
テ
レ
ビ
は
見
た
い
番
組

の
と
き
だ
け
つ
け
る
、洗
濯
機
、

炊
飯
器
、
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
の

電
化
製
品
も
、
使
う
時
以
外
は

全
て
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ

を
抜
く
な
ど
の
省
エ
ネ
を
徹
底

し
て
い
ま
す
が
、「
節
電
が
呼
び

か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か

ら
と
い
う
訳
で
は
な
く
て
、ず
っ

と
前
か
ら
、
も
う
習
慣
に
な
っ

て
い
る
こ
と
。
特
別
に
意
識
し

て
や
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
ん

で
す
よ
」と
話
し
ま
す
。

　

岡
田
さ
ん
は
勤
め
を
定
年
退

職
し
た
後
、環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ン・

ラ
ブ
の
活
動
に
参
加
。
え
ひ
め

Ａあ

いＩ

－

１
を
使
っ
た
ぼ
か
し
や

電
気
の
使
い
方
を
見
直
し

効
率
的
な
エ
コ
ラ
イ
フ

省
エ
ネ
の
方
法
は
無
限
に
あ
り
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
、
一
人
一
人
の
節
約
の
積
み
重
ね
。

自
分
た
ち
に
あ
っ
た
方
法
で
省
エ
ネ
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

福永浩
こうぞう

三さん（44）・厚
あ つ こ

子さん（32）・令
れい

くん（４）＝内子19第２＝

自然の恵みを受けながら

自然に優しい暮らしを習慣に

岡田百
ゆ り こ

合子さん（67）＝柿原＝

　設定した時間帯のみ通電し、それ以外
は自動的に遮断するコンセント。福永
さんはパソコンに使用。深夜電力でバッ
テリーを充電し、日中はそのバッテリー
で駆動しています。待機電力のカットや
ピーク時電力の分散に効果的です。

◉廃食油を使ってキャンドル作り

　古くなった天ぷら油に市販の凝固剤を
加え、オレンジの皮やガラスの器などに
流し込み、芯を挿して固めます。廃油の
リサイクルと節電で、ダブルのエコ。岡
田さんは、毎年開かれる環境子ども会議
で、作り方の指導も行っています。

◉窓ガラスとカーテンで遮熱

　開閉しなくても、夏は外の熱の７割が
入り込む窓。福永さん宅では、ガラスの
間に金属の膜が挟まれていて光や熱を反
射させる窓ガラスを採用。さらに内側に
遮熱効果のあるカーテンを取り付けるこ
とで一層冷暖房効率をアップしています。

◉コンセントを抜いて待機電力をカット

　炊飯器をはじめ電子レンジ、洗濯機な
どほとんどの電化製品は、使うときだけ
コンセントを差し込み、使い終わったら
抜いているという岡田さん。家庭の消費
電力に占める待機電力の割合は約６％。
積み重ねれば大きな効果を生みます。

福永さんのひと工夫岡田さんのひと工夫

自然と仲良く暮らす
わ
が
家
の
エ
コ

エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
へ
の
道 

②
　

◉タイマーコンセントを活用



◉特集　まちのエコ×わが家のエコ

2012. 7   広報うちこ  11 広報うちこ   2012. 7  10

◉「よしず」や「すだれ」を活用
　日当たりの良い窓の外に設置す
ることで日差しを遮断。窓を開け
る時は、よしずに水をかけると涼
しい風が通り抜けてより快適に。

　

離
れ
の
土
間
に
七
輪
を
出
し

炭
火
で
と
う
も
ろ
こ
し
を
焼
く

永
岡
ヒ
フ
ミ
さ
ん
。
永
岡
さ
ん

は
ず
っ
と
以
前
か
ら
、
調
理
の

際
に
よ
く
七
輪
を
使
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
特
に
フ
キ
や
タ
ケ

ノ
コ
を
炊
く
と
き
は
必
ず
七
輪

を
利
用
。「
長
い
時
間
火
に
か

け
る
し
、
ガ
ス
が
も
っ
た
い
な

い
か
ら
」と
言
っ
て
笑
い
ま
す
。

で
も
七
輪
の
上
で
コ
ト
コ
ト
煮

た
方
が
、
味
が
し
っ
か
り
し
み

込
ん
で
お
い
し
く
で
き
る
の
だ

と
か
。
節
約
し
な
が
ら
お
い
し

く
作
る
、
昔
か
ら
の
暮
ら
し
の

中
で
、
自
然
に
身
に
付
い
た
知

恵
で
す
。

　

夏
に
な
る
と
、窓
の
外
に「
よ

し
ず
」
や「
す
だ
れ
」
を
出
し
、

部
屋
の
敷
物
を
い
草
の
も
の
に

交
換
。
朝
起
き
た
ら
、
ま
ず
窓

を
開
け
て
朝
の
涼
し
い
空
気
を

家
中
に
巡
ら
せ
、
山
水
を
使
っ

て
野
菜
や
花
に
水
を
や
り
ま
す
。

「
昔
か
ら
の
当
た
り
前
の
暮
ら

し
」は
、
お
の
ず
と「
必
要
以
上

に
電
気
を
使
わ
な
い
暮
ら
し
」

に
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

そ
ん
な
ヒ
フ
ミ
さ
ん
と
夫
・

秀ひ
で
ゆ
き行

さ
ん
が
暮
ら
す
家
に
２
年

前
、
松
山
市
で
生
活
し
て
い
た

娘
の
る
み
こ
さ
ん
夫
妻
と
３
人

　

福
島
原
発
の
事
故
以
降
、
至

る
所
で
脱
原
発
が
叫
ば
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
、
新
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
、
あ
く

ま
で「
使
う
」
こ
と
を
意
識
し

た
考
え
方
。「
使
わ
な
い
」こ
と

に
知
恵
を
集
め
れ
ば
、
も
っ
と

効
果
的
な
節
約
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
は
ず
で
す
。
節
約
の

方
法
は
無
限
に
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
方
法
を
見
つ

け
れ
ば
、
節
約
は
、
た
だ
我
慢

だ
け
を
強
い
ら
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
心
が
豊
か
に
な
る
暮
ら

し
を
つ
く
り
出
す
き
っ
か
け
に

も
な
り
ま
す
。

　

電
気
は
も
ち
ろ
ん
、石
油
、ガ

ソ
リ
ン
、
水
、
ガ
ス
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
資
源
を
節
約
す
る
こ
と

は
、
地
球
を
守
る
こ
と
、
引
い

て
は
私
た
ち
自
身
の
暮
ら
し
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

町
も
、
人
も
、
力
を
合
わ
せ
て
、

地
球
に
も
私
た
ち
に
も
優
し
い

エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
を
築
い
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

の
お
孫
さ
ん
た
ち
が
越
し
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
七
輪
も
見

た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
隆

太
郎
く
ん
た
ち
。
節
約
を
意
識

し
た
こ
と
も
な
く
、
始
め
は
驚

く
こ
と
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

る
み
こ
さ
ん
は
、「
両
親
は
い

つ
も
口
癖
の
よ
う
に“
も
っ
た

い
な
い
”と
言
っ
て
い
ま
す
。
正

直
、
そ
れ
を
口
う
る
さ
く
思
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
の

間
に
か
子
ど
も
た
ち
も
、
こ
ま

め
に
電
気
を
消
し
た
り
コ
ン
セ

ン
ト
を
抜
い
た
り
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　
「
両
親
を
見
て
い
る
と
、
と
に

か
く“
も
の
を
粗
末
に
し
な
い
”

と
い
う
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
電
気
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
聞
紙

や
空
き
容
器
な
ど
も
、
野
菜
を

包
ん
だ
り
料
理
の
お
裾
分
け
を

入
れ
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
用

途
に
再
利
用
。
私
も
包
装
紙
や

紙
パ
ッ
ク
を
買
わ
な
く
な
り
ま

し
た
」と
る
み
こ
さ
ん
。

　

ヒ
フ
ミ
さ
ん
た
ち
が
昔
か
ら

当
た
り
前
に
続
け
て
い
る
、
も

の
を
大
切
に
す
る
暮
ら
し
。
そ

こ
に
は
、
今
の
私
た
ち
の
生
活

を
見
直
す
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん

あ
る
よ
う
で
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
「
も
っ
た
い
な
い
」
に
は

エ
コ
ロ
ジ
ー
な
暮
ら
し
の
ヒ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い

七輪でとうもろこしを焼く永岡ヒフミさん（71）と、焼きたてを頬張る
孫の木下隆

りゅうたろう

太郎くん（12）・一
いちろう

郎くん（９）・裕
ゆ う き

貴くん（６） ＝日之地＝

昔
な
が
ら
の

暮
ら
し
を
見
直
し
て

◉夏は天然素材のい草の敷物に

　永岡さん宅では、夏は敷物をい
草のラグに交換。い草は断熱性と
保湿性に優れるため涼しく、香り
による癒し効果もあるそうです。

永岡さんのひと工夫

まちのエコ×わが家のエコで
エコロジータウンをつくろう

エコロジータウンへの道 ③


	vol177_003.pdf
	vol177_004005
	vol177_006007
	vol177_008009
	vol177_010011

